
 所在地      ：

 敷地面積  ：

 従業員 ：

 主要製品  ：

 東芝ライテック・コンポーネンツ・タイ社　　サイトレポート情報

２００人（２０１６年３月現在）

車載用光源、産業用光源機器

 ＩＳＯ１４００１認証取得日：２００１年９月１３日
　　　　　　　最新更新年月：２０１５年５月７日（ＩＳＯ認証番号：AJA０１/３７４５）
　　　　　　　　　　有効期限：２０１８年３月１３日

２０１５年度の環境の主な取組み

ごあいさつ

１．環境マネジメント
　（１）ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステム
　　・２０１６年３月認証更新
　（２）環境保全体制の充実
　（３）法令(国、地方自治体)の順守

２．事業活動における環境への取組みの改善
　（１）地球温暖化防止
　　・エネルギー起源ＣＯ２総排出量生産高原単位　目標１４６ｔ－ＣＯ２/億円（前年２％削減）  実績１５２ｔ－ＣＯ２/億円（目標未達）

　　・物流ＣＯ２総排出量生産高原単位　　　　　　　　海外は非対象

　（２）資源有効活用
　　・廃棄物総発生量生産高原単位　　　　　　　　　 目標２．０８ｔ/億円（前年２％削減）　　　   実績１．８９ｔ/億円（９％削減）
　　・最終処分率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 目標０．５％未満　　　　　　　　　　　　 　　  実績０％

　　・水受入量生産高原単位　　　　　　　　　　　　 　 目標０．６０千m３/億円（前年２％削減）　 実績０．７２千m３/億円（目標未達）
　（３）化学物質管理
　　・化学物質取扱量生産高原単位　　　　　　　　　 目標０．３３ｔ/億円（前年１％削減）　　　   実績０．２５ｔ/億円（２４％削減）

３．環境コミュニケーション
　（１）全員参加・啓発活動の展開
　　・環境月間による環境啓発活動
　（２）地域とのコミュニケーション
　　・生物多様性の取組み(希少植物の保護、育成)
　　・植林活動

　東芝ライテック・コンポーネンツ・タイ社は、 Pathumthani州のBangkadi工業団地に立地し、
車載用光源、産業用光源機器を製造しています。また、環境活動及び環境調和の推進に
よって、持続可能な社会の発展に貢献しています。さらに、生物多様性を含む環境に対する
事業活動の影響を認識し、環境影響の軽減及び汚染防止に取り組みます。

144/2 Moo 5, Tivanon Road, Amphar Muang, Pathumthani 12000, Thailand

８，０００㎡（建家面積：７，３００㎡、　緑化率：９．０％）

環境保全責任者 杉野宏 社長

東芝ライテック・コンポーネンツ・タイ社で製造する環境調和型製品の紹介

ＯＡ機器用ハロゲンランプ

ＯＡ機器用セラミックヒーター

産業用赤外線ハロゲンヒーター車載用ＬＥＤ光源モジュール



 環境方針



エネ起源ＣＯ2 物流ＣＯ2

廃棄物総発生量 最終処分率

水受入量 化学物質取扱量

 事業活動における環境への取組みの目的・目標

取組み項目 2016年度 2017年度 2018年度

地球温暖化防止
エネ起源ＣＯ2総排出量原単位の改善(t-CO2/億円) 177 174 170

物流ＣＯ2総排出量原単位の改善(t-CO2/億円) － － －

資源有効活用

廃棄物総発生量原単位の改善(t/億円) 2.10 2.07 2.05

最終処分率の管理(％) 0.35 0.35 0.35

水受入量原単位の改善(千ｍ
3
/億円) 0.73 0.72 0.72

化学物質管理 化学物質取扱量原単位の改善（t/億円） 0.31 0.31 0.30

 環境負荷データ
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環境学習の様子

植林活動の様子

　Bangkadi工業団地主催のエコ産業開発プロジェクトに参加する
ため、Nakhon Ratchasima県Lamtakongを訪問しました。
　Sky Reestablish Networkによる植林、チェック・ダムの作成などに
参加しました。

（実施概要）
・日時：２０１５年５月７日
・場所：Nakhon Ratchasima県Lamtakong
・参加人数：３名

 環境コミュニケーションの紹介

＜森の再生活動＞

＜小学生への環境学習＞

　周辺の小学校に２回訪問し、環境と安全への配慮についての教育を
実施しました。

（実施概要）
●１回目
・日時：２０１５年９月１８日
・場所：Phathumthani県 Wat Makham小学校
・参加人数：５０名

●２回目
・日時：２０１５年１１月１３日
・場所：Phathumthani県 Wat Phaifa小学校
・参加人数：５０名

.

＜エコ産業開発プロジェクト＞

　東芝グループはでは、Sirindhorn国際環境公園（Phetchaburi省）の
森の再生に協力しています。
　２０２５年に１５０万株まで植林することを目標にしています。
２０１５年１１月２０日に開催されたイベントには、当社従業員２人が
参加しました。

（実施概要）
・日時：２０１５年１１月２０日
・場所：Sirindhorn国際環境公園
・参加人数：２名

植林活動の様子



２．構内での保護・育成活動

ネペンテス ミラビリス

表１．ネペンテス ミラビリスの生長記録

２０１５年　１月

２０１５年　７月

年月

２０１４年　７月

　２０１４年７月から２０１６年１月の間で、ネペンテス ミラビリスの全長は表１のように２４ｃｍから４５ｃｍまで伸び、
順調に生長しました。

敷地内での保護

　会社の敷地内で希少種または絶滅危惧種である生物の調査を行いましたが、該当する生物は確認されません
でした。
　そこで当社は、希少植物であるネペンテス種を購入し、調査及び保護することにしました。
　乱獲や森林破壊による絶滅のリスクが高いので、ネペンテス全種は、国際自然保護連合（IUCN）によって、
ワシントン条約における保護対象生物に指定されています。

 生物多様性の取組み

１．指標種の選定

指標生物 指標生物の希少性

ネペンテス ミラビリス ー

２０１６年　１月

全長

２４ｃｍ

４０ｃｍ

４５ｃｍ

３．ネペンテス ミラビリスの生長状況

４５ｃｍ

※青丸は当社の敷地を意味する。


